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第３回キャビネット会議提出案件（審議決議事項） 

 
                   委員会名  政策・会則・長期計画委員会 

                  委 員 長  Ｌ 野崎 武 

 当委員会は、地区ガバナー飯田善彦Ｌより今期発行の必携第４７版に基づき、運営する

との基本方針を受け、必携の必要性と改定の周知徹底をはかりさらに愛の泉基金の規定の

整備並びにキャビネットと有限責任中間法人３３０－Ａ地区支援会との諸約定の整備を

諮問され、以下の通り提出案件として提案する。 

 

記 

案件１ 中間法人３３０－Ａ地区支援会の預託金返還請求の処理について（決議事項） 

（提案）愛の泉緊急災害援助資金から支援会に対し、預託金返還資金として預託する。 

（理由）支援会は、３３０－Ａ地区キャビネット事務局の賃料を軽減するために、ライオ

ンズクラブ及び、クラブ会員の預託金をもって、事務局建物を購入するために設

立されたものであるが、その目的のため及び、賃料に税金がかからないように、

事務局の賃料を低く押さえたものである。ところが、会員の退会並びに、高齢化

による死亡等のため、預託金の返還請求が増え、現在預託金返還ができない状況

となっている。この預託金返還不能の状態を抜本的に解決するには、賃料を増額

するか、事務局の建物を売却する等しなければならない。賃料の増額については、

当初の設立目的に反する上、税金等の問題もあり、合意を得ることは当面困難で

ある。建物の売却についても、購入資金を拠出したライオンズクラブや会員の合

意を得るには時間もかかり、当面困難である。さらに、各クラブの会員が毎年１
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００円ずつキャビネットに拠出して、キャビネットは、その金でクラブ会員と各

クラブの預託金を返還して、事務局の建物をキャビネットの所有とする（３３０

－Ａ地区を中間法人とすることも可能）ことも考えられる。しかし、（預託金返

還請求は、増加し、何時までも放置するわけにはいかないので、緊急措置として、

再び「愛の泉緊急災害援助資金」を利用せざるを得ないと考える。そこで、キャ

ビネットと支援会が事務局の建物の売却を含め、抜本的解決策を検討することを

条件に「愛の泉緊急災害援助資金」から、預託金返還の資金を支援会に新たに預

託することを提案する。 

 

案件２ ガバナー諮問委員会の開催方法と諮問委員会構成員について（決議事項） 

 第４７版ライオンズ必携複合地区会則第２２条の１及び２を遵守するよう、第１

回キャビネット会議において提案し議決されているが、まだ履行されていないゾ

ーンが見受けられるので、再度提出案件とする。 

（理由） ガバナー諮問委員会の開催方法は、必携（47 版）第 22 条の２により、キャビ

ネット会議開催後、速やかに開催する。また、第 22 条の１において、その諮問

委員会構成員は、そのゾーン内のゾーンチェアパーソン、会長及び幹事となって

いるが、今だに、複合地区委員及び、地区キャビネット委員及び、ゾーン内各ク

ラブ五役まで構成員として開催されているところもある。また、国際会則のライ

オンズクラブの運営についての条文（２４頁）の中で、ゾーン幹事（総務）は設

置できないとあるが、今だに守られていないゾーンも見受けられる。 
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案件３ 第２回キャビネット会議で継続審議となった「３３０－Ａ地区 愛の泉緊急災

害援助資金規則の改正について」の案件は、上記１の提案のごとく、３３０－

Ａ地区支援会に対する資金預託の問題が発生したので、同規則改正をする。（決

議事項） 

（理由）３３０－A 地区愛の泉緊急災害援助資金規則の改正について 

１． 規則の表題の「愛の泉」を削除し、第 1 条も同様に改正する。 

２． 第 3 条（資金の運用）を次のように改正する。 

① 地区ガバナーが緊急災害度合を判断し運用することのほか、この資金の運用が３

３０－A 地区に特に必要と認めた場合には、地区キャビネット会議に諮り、愛の

泉資金を使用することが出来る。 

② 本資金の支出対象である緊急災害は、３３０複合地区内の緊急災害とする。 

③ 特に緊急性を要する緊急災害アクティビティについては、地区ガバナーは、金 200

万円までガバナー決済で支出することができる。金 200 万円を越える場合は、地

区キャビネット会議の決裁を必要とする。 

④ 地区内において、緊急災害援助用募金を実施した場合は、その募金から本資金よ

り支出された金額相当額を組み入れることとする。 

３． 附則に次の事項を追加する。 

２００８年   月   日  本規則表題、第 1 条、第 3 条を改正 
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案件４ 中間法人３３０－Ａ地区支援会の民主的運営について（決議事項） 

（提案）①３名の拠出社員の議決権を非拠出社員と同じく各１個とする。 

    ②代表理事は理事会で選出することにする。 

   以上、①②のとおり支援会の定款を改正するよう求める。 

（理由）支援会の定款によれば、社員総会で重要事項は決議される。当初、社員

は１２名（１４条）、その後の社員は社員総会の承認がなければ社員になれない

（１０条）。さらに、３名の拠出社員が６０個の議決権を有し、他の９人の社員

は９個の議決権しか有せず（２０条）、３名の社員が常に過半数の議決権を有し、

議事を議決できるようになっている（１９条２項） 

ところが、３名の拠出金はキャビネットの金であり、キャビネット会計では出

資金とされており、本来３名は、キャビネットのロボットに過ぎないのである。

ところが、３名は支援会に対し、社員の権利を主張しないという確約書を差し入

れている。しかし、３名が、社員総会において議決権を行使しないと議決は成立

しない。この確約書は、３名は支援会理事会の意向どおりに行動するという趣旨

に理解せざるを得ない。３名の拠出金は、キャビネットの金であるから、３名は、

キャビネットに対して、キャビネットの意向どおりに行動するという確約書を入

れるべきであったのである。社員については、社員が固定されていることが、常

にキャビネット及び、預託金拠出クラブや会員の意向に沿った運営をすることの

阻害になるおそれがある。 

  次に、理事、代表理事の選出であるが、理事は、社員総会で社員の中から選

任する。但し、社員外からも選任する（２４条）。代表理事は、社員総会におい
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て理事の中から選任する（２６条）。ところが、「ライオンズクラブ国際協会３３

０－Ａ地区と有限責任中間法人３３０－Ａ地区支援会間の人的・物的連携に関す

る規定」でもって、支援会の理事は３３０－Ａ地区の現・前地区ガバナー・幹事・

会計・事務局長・委員長のうちから、現地区ガバナーが推薦した者が就任する（２

条）。支援会の代表理事は、３３０－Ａ地区の前ガバナーが就任するとされてい

る（３条）。さらに、支援会の運営上の事項を協議するため、キャビネットに運

営協議委員会を設置する（６条）とされている。この規定では、キャビネットの

意向が尊重されている。しかし、支援会の定款では、理事は社員の中から社員総

会で選任し、社員になるには社員総会の承認が必要であり、定款と規定の整合性

が計られていない。その時々の現・前ガバナーや幹事等を社員にならずに理事に

すると、社員と理事が分離してしまうおそれがあり、社員と理事の分離を防ぐに

は、社員の入替えをしなければならない。また、代表理事を前地区ガバナーと特

定しているが、この定めは柔軟性に欠け、運用に支障を生ずるおそれがあるので、

代表理事は理事会で選任するようにすべきである。ただ、この規定の改正は、附

則でもって、３３０－A 地区代議員総会の決議によるとされているので、年次総

会前に改正することをキャビネット会議で決議し、代議員総会に発議する必要が

ある。 

 もっとも、この規定はキャビネットと支援会の協定であるから、この協定に反

して、支援会の定款どおりに、社員総会で理事の中から代表理事を選任すれば、

代表理事の資格は有することになる。 
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案件５ 次期政策会則長期計画委員会において、次期リジョンチェアパーソン及び、次

期ゾーンチェアパーソンに対するライオンズ必携に基づく指導のための会合

を開催すること。（報告事項） 

（理由）ガバナー諮問委員会の開催については、上記提案３のような問題も存するし、リ

ジョンチェアパーソン、ゾーンチェアパーソンの役割の周知徹底を計るため。 
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第３回キャビネット会議 委員長報告書 
 

     委員会名  指導力育成委員会       
委員長   Ｌ吉澤 隆志         

 
報告事項（又は審議事項） 
 
１ 定例委員会開催に関する報告 
  臨時第１回キャビネット会議以後に次の委員会を開催した。 
  第６回委員会 1 月２５日（金）15 時 30 分～17 時 30 分 於：キャビネット会議室 
  第７回委員会 1 月２１日（木）15 時 30 分～17 時 30 分 於：キャビネット会議室 
 
２ 審議結果の報告 

刊行物の作成に関する事項 
メンバーズマニュアルの改定版の頒布を開始した。１部 200 円。             

２月 20 日現在で約 1000 部を受注、発送を開始している。 
 
セミナー開催に関する事項 
・ 次期三役セミナーの開催時期は６月３日（火）の予定。 
・ 「次世代リーダー育成セミナー」を下記要領で開催する。                                 

上野会場３月１２日 14 時～16 時。定員 70 名                        

立川会場３月１４日 14 時～16 時。定員 70 名                        

新宿会場①３月 18 日 13 時～15 時。定員 35 名                        

新宿会場②15 時 30 分～17 時 30 分。定員 35 名                        

登録料一人 2,000 円 
・ 「第一副会長セミナー」（奉仕活動勉強会）（仮称）の開催に委員会として全面的に協力を

する。 
  

各リジョン、ゾーンにおいては、上記各項目に関して、各クラブ会員への周知徹底をお願いしたい。 
 
以上を報告します。 
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第３回ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ会議提出案件

委員会名Ⅱ特別委員会

報告事項

★1．ＣＳＦⅡ献金状況について

330-Ａ地区の３年=間ＣＳＦⅡ献金目標金額は＄2,284,875であります。２００８

１月現在の達成金額は＄1,907,985で、達成率83,50％です。２カ月に10％づつ

口上いたしております。剛では３月に９０％ム５月に110％が処になります

今後、達成率１０％以下のクラブに鋭意ＰＲしていきたいと思っております。

今期モデルクラ（会ロー人当たり５００ルの献金を誓約したラブ）なお、

ります。（2008年２月２２日現在）は24クラブで３ヵ年累計54クラブにな

★２．ＣＳＦⅡチャリティー観劇会（明治座公演）収支 綴告

支出の部収入の部一

観劇券売上金11,857,000円 賃切（座席金額），５００ 000円

明治座弁当000円 1,330, 000円募金金額 300,

その他費用 660円62,

157,000円小 1２，

11,948,000円入金額

9,892660円209,000円未収金 m、周

剰余金 2,264,340円

合計 12,157,000円000円合： 12,157,

※ＣＳＦⅡ献金カウント（還元）は１名当たり２，４８８円

★３．「視覚障害者の視覚障害者による視覚障害者のためのコンサート」

54回年次大会記念アクテイビテイ趣旨

午後８時20分日程平成20年４月15日（火）午後６時～

開催場所日比谷公会堂（千代田区日比谷公園）

客席定員２，０７４席

会 5,000円

担当委員会１１委員会

当委員会は月２４日開催の委会でンサートチケット券、各クラブ1０２

問委員会に出席して割当の推進を図るため､_各委員は1月 開催のガバナー認

ゾーン・チェアパーソンをサポートすることで協力いたしております。

以上
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第３回キャビネット会議委員長報告書

委員会名ＰＲ情報委員会

委員長名Ｌ鶴ヶ谷正司

告 事項報

地区ニュース１号発行に付きましては、クラブメンバー各位のご協力を頂き有

り難うございました。

メンバー及び外部発信の方々より好評のお声に委員会一同元気を頂きました。

各クラブアクテイピティーの活発な活動をご覧になり、メンバー各位が啓発さ

れる事と確信しております。

今期地区ニュースの発行に当たりましては、ガバナー方針に基き広告掲載のご

協力無しでの発行であり、委員会メンバー知恵の表現でもあります。

※地区ニュース２号、３号発行に付いて

地区ニュース表紙の写真を公募

今期の表紙は「世界遺産」を掲載します。

ご自分で撮影をした世界遺産の写真がありましたらご応募下さい。

あなたの写真が地区ニュースの表紙を飾ります。

（応募多数の場合は抽選とさせていただきます）

＊

クラブアクテイピティー、周年行事の取材に伺います。

ＰＲ情報委員会メンバーが取材、撮影に伺いその内容を「地区ニュースに掲

載」します。

ＰＲ情報委員会では委員の役割分担を明確にして、ライオンズクラブの活動

を外部にＰＲ、発信すべ<、積極的に取り組んでおります、今後ともライオ

ンズクラブメンバー各位のご協力をお願い致します。

＊

※
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第３回キャビネット会議報告書 
        ＩＴ委員会 委員長  
        Ｌ 藤 村 貞 夫 
報告事項 
１． メール活用の推進 

３３０複合地区として、複合地区役員を対象に１月からメールによる会議通知の運用

が始っています。来期よりクラブ役員、地区役員、複合役員の皆様にはメールアドレ

スは地区および複合地区にとって、必須なものとなってきます。 
 

２． キャビネットホームページの充実 
キャビネットからの情報発信をタイムリーに行い、クラブメンバーへの一早い情報伝

達を実現するよう努力しています。 
「クラブの活動」紹介ページも充実してきまして、現在３００枚ほどの写真が掲載さ

れています。これを基に、クラブインデックスページが全クラブ分、完成しました。

今期に入り、まだ投稿の無いクラブも有りまして、右の写真部分が空白になっている

ページもあります。アクティビティブック作成の原稿となるクラブインデックスペー

ジを完成すべく、更なるクラブアクティビティ写真の収集に努力していきますので、

皆様の協力をお願い致します。（後述、写真投稿要領、参照） 
 

３． 月例報告の提出期限変更 
サバンナ（地区とライオン誌向け）とＷＭＭＲ（国際本部向け）というシステムでパソコンを使っ

て月例報告を行ってもらっていますが、ＷＭＭＲの４月分提出から期限が変わります。当月分を当

月末までに入力することになりますので、お気をつけください。月が替わると入力できません。（４

月分は、４月１日から４月３０日が入力期間です）既に２月１５日付けで各クラブ事務局には配信

済みです。クラブ役員からの報告が遅れると、事務局としても困る状態になりますので、地区役員

の皆様からもクラブへの徹底方、よろしくお願い致します。（国際理事会の決定事項です） 
また、これに伴いサバンナの入力期間も見直しを考えています。追って、クラブへご案内します。 
 

４． クラブホームページ開設の推進 
キャビネット作成のクラブインデックスページ以降のページは、クラブで作成したペ

ージへリンクを貼ってあります。また、それ以降のページを未だ作成していないクラ

ブに対して、作成セミナーを２月１５日にキャビネット会議室で開催し、約２５名参

加頂きました。今回参加できなかったクラブの為に今年度中の次回開催を計画します。 
 
５． クラブアクティビティ写真投稿要領 

１種類の活動に付き写真２～３枚程度（日時、場所、クラブ名、１００字前後のコメ

ント添付）（実際の活動している状況で、記念写真的でないもの）写真は１画面１ファ

イルとしてください。写真プリントはＬ判程度。デジタルデータの場合は、1024×768
ピクセル・１ＭＢを越えない程度のＪＰＥＧ形式。  投稿先 Email ：
toukou07@lions330-a.org  または郵送でキャビネット事務局迄    以上、 
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第 3 回 キャビネット会議提出案件 
 
役職名 委員長 
社会福祉委員会 木島 庄市 
 
報告）主要駅多目的・だれでもトイレ及び震災時都内広域避難地図（4 カ国語）完成 
 
    当委員会では、昨年より作成していた多目的トイレマップが完成し、現在ＩＴ委

員会との連携で３３０－Ａのホームページに記載する作業を行っています。また、

同じような活動をしている東京工業大学留学センター（武井直紀教授）との交流を

深め、同センターの活動披露とともに 2 月 8 日東京都生活文化スポーツ局主催の語

学ボランティア研修会で当アクティビティの発信の機会を得たことを報告します。 
   なお、ホームページよりマップは印刷可能なので各クラブでプリントアウトし、新

規アクティビティとして、地域の関係団体に配布いただければありがたく思います。 
 
報告）障害者雇用の促進と優遇税制について 
 
    ライオンズ会員に対して、障害者雇用の手順と雇用した場合、事業者が得ること

のできる優遇税制についての勉強会開催をしました。またその内容をライオン誌へ

記載することを 1 月委員会で審議し、ライオン誌への記載を決め、具体的スケジュ

ール、内容検討を現在おこなっています。 
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   第 3 回キャビネット会議 委員長報告書   
                      平成 20 年２月１７日 
                         ライオンズカード推進委員会 
                         委員長    L 芦田  公 
審議事項                      
 
ライオンズカード（個人・法人）のカード会社からの還元金は全額を各クラブに加入者数

に応じて分配する事を提案致します。 
 
 還元金の処理 
１、 毎年 5月末日の還元金残高を各クラブに加入者数に応じて 6月 10日までに振込む 
２、 振込み手数料はクラブ負担とする 
３、 還元金の記録簿を作成し 実績表を各クラブに表示する 
４、 各クラブは還元金をカード基金として事業費に算入下さい 

 
還元金の説明(ＶＩＳＡゴールドカードの加入者一人当りの年額) 

   募集手数料(入会年)      2000 円 
   年会費還元(毎年)       3000 円 
   カード利用額手数料    約 4000 円〔内１０％は国際協会にロイヤルテー〕 
     合計         約 9000 円〔2年目以降は約 7000 円〕 

   ニコス・ＵＣカードは利用額手数料の 0,4％だけの還元金です。 
   利用額手数料 約4000円は加入者が年100万円カード利用したと仮定した額です。 
   カード会社からはこの他に個人にポイントサービスがあります。 
   既に文書で通知しましたが 三菱ＵＦＪニコスカードとの契約は 21年 2月を以っ 
   て解除される事となりました。 
 
当委員会は入会推進に努力しておりますが 入会者がライオンズカードを出来るだけ利

用される事で各クラブへの還元金が増額されますので 例会費の清算や ゴルフ、旅行

買い物など各種の支払いに活用される事を期待いたします。 
この還元金の処理提案によりキャビネットには入金が無くなりますが Ａ地区の多数の 
クラブを支援出来る事はキャビネットの価値観を高める事となります。     
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ＳＳＯ複合地区で初のエクステンシヨンセミナー開催

去る２月１曰(金)銀座ブロッサムにて３３０複合地区主催のエクステンシヨンセミナ

ーが１４:00～１６:３０まで開催され、ＡＢ,Ｃ地区より１２０名余り役員（ガバナー、

元ガバナーR,C,P・Ｚ,。Ｐ各委員長、クラブ会長、幹事）が集まり、用意された会場

は満席となり主催側の席がなくなるありさま、

テーマはＥｘＴの意義と必要Ｉ性

・ＥｘＴの方法と手続

・曰くＴの経験ライオンが実例を語る

会は安王錫Ｌの司会で始められ、平田秀書Ｌの出席者紹介

開会は小林修Ｌ、そして委員長見上罠也Ｌのあいさつと進み、御来賓としてチーム

２０Ｋ．ＤＧメンター山浦晟暉Ｌ（元Ａ地区ガバナー)、Ｃ地区元ガバナー小峰理孝

Ｌの挨拶があった後セミナーに入った｡まずＡ地区小島清隆Ｌ、Ｂ地区森田明見Ｌ、

Ｃ地区久保田慎三郎Ｌの各委員長よりＥＸＴの意義、必要'性と実例が語られた後

複合副委員長山□泰男Ｌより新クラブの結成パターンとして最近の結成例、各新ク
（Ａ他星）

ラフの分析を表にまとlibわかりやすく説明があっだ。

コーヒータイムをはさんでＥ×Ｔの体験発表がＡ地区榎秀郎Ｌ（白門入山□勝一Ｌ

（中央南）Ｂ地区井桁良雄Ｌ（横浜みぼと馬車道)、関根洋子Ｌ（横浜ＶＰ,ＮＥＴ）

Ｃ地区皇山舂雄Ｌ（熊谷シニア）より行われた。各人が実例に基づき、５分間の持

ち時間をふるに活用して、(国Ｉ性豊かに語るその内容は笑いもあり、大変楽しく勉強に

なったと出席者各位より大評判、この手のセミナーにありがちな居眠りする人や途中

退席省もなく、最後まで活気ある楽しくも意義深いものとなっだ。是非このセミナー

で各人が勉強され、感じ取ってくれたことをそれぞれの立場で生かし、行動に移して

ほしいと願うばかりである。

尚、内容については委員会にて小誌を作成予定
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ＳＳＯ一Ａ地区エクステンジョン・リテンション委員会よりのメッセージ

昨年度９０周年を祝った世界最大の奉仕団体Ｌ,Ｃ、曰本のＬ,Ｃも半世紀を過ぎたが

近年メンバーの数を大きく減らしています。国際会長はテーマの最前に会員増強エク

ステンションを掲げている。これはＬ,Ｃの将来をみすえ、次世代への組織の継承に他

ならない。昔、世界最大の奉仕団体Ｌ,Ｃなるものがあったらしいぞ､などと笑えない

怖い話になっては困る。各メンバーの皇近なことに置きかえると、家を継ぐ、会社を

存続させる為誰に託し、つなげ、発展させてゆくか真剣に壱え行動しています。

会員増強はクラブの足腰の強化につながり、エクズテンションは新しく子供を生むと

云う事、共に新しいメンバーの増加になります。子供を生むには大変なエネルギーと

痛みを伴います。Ｅ×Ｔを□にすると、今の時代無理だよ、と即答される万が多いで

すが､今だから､こんな時代だからその時代に即した考えでクラブを作ってはどうか、

国際協会も近年古い垣根を外したり、ハードルを低くし/Eりといろいろ手をつくして

きています。

ここで大切な事は、なりふりかまわず子供を生むのではなく、質の問題、IUjlの問題宅

書え、入会して下さいではなく、入会させてほしいという言葉と共にあるべきと考え

ます。新しいクラブのＥｘＴは時代（経済、社会、環境）の変化にあった「次世代型

のライオンズクラブ」を積極的に推し進めて行く努力を続けなければならない。それ

には発想の転換によるアイデアと、地域の情報が必要と壱えます。

そして叉、地域の'盾報を黒めその変化に対応して、まとめてゆくことも大きな意味が

あります。それらを実践し、４年前から今期上半期までにレオクラプも含め１５クラ

ブが、この３３０－Ａ地区で誕生し元気に育っています。

まずは、ステータスのみを求めるＬ,Ｃから、アクティビティありき、この指とまれ方

式が発想の先頭になるクラブ作りが近道と言えます。

ここで、実際に使われた考え方、アイデア等そして、現在考えているものを加え列記

してみます。
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①労力奉仕を中心とした地域密着型の若年層ＬＣ

②同一職種、職能のメンバーで構成されるＬＣ

⑧１．Ｔなどの活用によって低額の年会費で運営されるＬＣ

④老年（財）・壮年（皆）・青年（労）の三世代で構成されるＬＣ

⑤女性限定のＬＣ

⑥男女ら：５の構成比で結成されるＬＣ

⑦シニアＬＣ

⑧スポーツを通じて吉少年育成を目的とするＬＣ

⑨障害者による障害者の為構成されるＬＣ

⑩趣味を生かしながらの奉仕を目的とするＬＣ

⑪同窓生が母校に奉仕を柱に構成されるＬＣ

⑫環境問題を中111Aに壱え社会に奉仕するＬＣ

⑬地域の行政の隙間を埋める奉仕及び行政と共に進める奉仕ＬＣ

⑭その他

それなら、こんなのはどうかと云うアイデアが生まれることを願っています。

新しいクラブの誕生は、出来ないからのスタートから出来るのスタートに立芝新しいクラブの誕生は、出来ないからのスタートから出来るのスタートに立ち、全メ

ンバーが自分のことに置き換え、次世代に繋げていく行動に何らかの形で入っていく

車こそ急務と考えます。周年行事の最大のアクティピティは、エクズテンションする

こと。この言葉をもう一度思い出して下さい。華やかに－時代を築き、静かにピリオ

ドを打とうとしているクラブ同士の合併も、意味ある組織の生かし方と患います。

ライオンズクラブ国際協会３３０－Ａ地区

エクステンション・リテンション委員会

委員長Ｌ小島清隆
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隻祷３１亘Iニキニャピー.ネ ツト言会議蕊主E蓬辻I婁緯仁Ｆ
－－

役職名献血・エイズ委員会委員長

第５Ｒ第２Ｚ東京江戸川東ＬＣＬ石田健
一

１．案件は特に有りません。
￣￣￣￣r－－－－口￣_

２．報告事項

ガバナー主導のもと委員会がお手伝いする計鬮が有ります。
一

一一一・-'－．－－－－￣－－面－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－.■－□－－－．－－－．－－■－－－－

第一圏:会長会議および溝'二J秀昭氏の講話会の件
－－－－－－－－－－－－－－￣

開催日２００８年４jMl=Ｉ（金）
一一一一一一一一戸⑥－－－￣－－の－－￣●－－－￣－－－－－－￣－－－－－￣￣－－－－－－－－－－－－‐

場所懸政記念館

一艶１３：００～１５２３０第一副会長会議 委員会担当

二部１６：００～１７：３０講話会献血。エイズ委員会担当
一｡￣･￣￣￣￣￣￣ロﾛ－－－－－－０－－－■０－－－－－－－

三一部－１８：Ⅱ～２０：００立食パーティー懇談･懇親会
一一一一一一一一一一

会費未定
－－－－－－

血液に関する有識義雄話を聞いて頂く。題名は未定。
－－－－－－－￣０－－－－や－－Ｇ－ｎ－－￣－－－－

二部の題名

率３３０－Ａ地区臨時第１風キャビネット会議「議事録」のなかの麗催日に誤り
－－－－－Ｃ－－－

が有ったので、また今旧IまでID縫繍を適加致しました。
－－－－－－－－－－￣￣－－口⑭￣￣－－￣－－－－－￣－Ａ￣￣－－－－
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骨髄パンク関連テレビ放送のご案内

ライオンズクラブ国際麓会330．Ａ地区
●

クラブ会長橇

ライオンズクラブ国際協会330.Ａ地区

献眼・献腎・骨髄移植推進委員会

委員長水上良文

拝啓時下ますますご隆盛のこととお慶び申し上げます。
この度、骨髄バンク設立に関するテレビドラマがテレビ東京系列で放映される
事となりました.この機会に各メンバーにご案内いただき骨髄バンクドナー登
録推進活動にご理解、ご協力いた置きますよら、よるⅨお願い申し上げます。

敬具

Ｌ

ＴＶ東京トFラマスペシャル

「３０万人からの奇跡～２度目のハッピーバースデイj津;Ｊ
ｊ

ＪｏＪ－…．

oＣEｉＥ００８

LIfHス｡Ｌ枡７FＴ稲内山ﾖﾖﾕヱ
元「

加賀まりこ・渡辺いつけい・原千晶・竹下景子・内藤剛志他

慢性骨髄性白血病で余命数ヶ月と宣告された主人公が骨髄移植
に成功し、助かる可能性はわずか１％という状態から奇跡的に
生還。その後日本初となる骨髄バンクを設立する。

骨髄バンク設立の事実を基にしたドラマとして、時にユーモラ

スに、そして時に熱く、人の「あたたかさ」を描く、希望あふ

れるエンターテイメント作品。

内容

大谷貴子「生きるってシアワセ」（スターツ出版刊）

「白血病は不治の病と言われていましたが、今や元気になれる

んだ！ということを多くの人に知っていただきたいです。

そして現在、闘病卓の多くの病友が励まされる番組に鞍ること

を裳得しています二・・ｊＬ原作者談

原作

吟ﾋﾟザ
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献眼・献腎・骨髄移植

2007年３月１０日（月）

年間予定行事

委員長Ｌ水上良文

2007年１０月８日（月）330Ａ地区1．

ライオンズ・デーＣＳＦⅡ街頭募金活動全クラブ単位開催
｢骨髄移植推進街頭キャンペーン」応援募金金額￥3,048,750Ｌ
１１ＩＯＯＡＭ新宿アルタ前で三献委員全員出席キャンペーン

ガバナーＬ飯田善彦・委員長Ｌ水上良文あいさつ

2007年１２月９日（日）２

世界障害者・デーＣＦＳⅡ街頭募金活動各クラブ単位開催
330Ａ地区全クラブ参加募金金額￥3,325,499- こう

３．２００７年１１月９日アイバンク認定サポーター養成口座の説明
場所・憲政記念会館

！
日本アイバンク協会から常務理事・池崎道男様

講師・金井淳先生と厚沢弘陳先生講習参加者６４名
骨髄移植推進財団から大久保英彦講師・他骨髄移植献腎ドナー説明

4.2008年４月４日（金）

[病は血から］のお話しを憲政記念会館にて行います（100名）
講師・溝口秀昭先生

！
５．２００８年４月１９日（士）

330Ａ地区年次大会アクテイピテイ分科会にて行います（100名）
<テーマ）骨髄移植献眼献腎について

骨髄移植推進財団大久保英彦講師・他
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▼

第３回キャビネット会議提出案件

役職名献眼献腎骨髄移植推進委員長 Ｌ水上良文

報告事項

①骨髄バンク推進全国大会のご案内について

②２月９日（士)、骨髄バンク推進全国大会に出席して

③患者さんからのメッセージ（私の命を救ってくれたあなた）

協議事項

①４月４日（金）病は血からのお話しを憲政記念館にて

［講師］溝口秀昭先生

②４月１９日（士）330Ａ地区年次大会アクテイピテイ分科会にて

(テーマ）骨髄移植献眼献腎について

[骨髄移植推進財団］大久保英彦様・他

1m

三二Ｚ23



２月９日（土）骨髄バンク推進全国大会に出席して

三献委員長Ｌ水上良文

私達ライオンズの骨髄バンク事業との関係がこんなに発展する事に寄与する事は

骨髄パンク推進全国大会出席して大事な事が分かりました。

ドナー疑録者｡３０万人は１月１５日（±）に連することが出来、骨髄移植数については

9000例を超え、年間の骨髄移植数1000例に迫ろうとしています。

ドナー登録者は３０万人を超えましたが、骨髄移植を希望する患者さん全てが

骨髄移植を受けられる訳ではありません。国内の患者さん1692名のうち

半数しか移植がttI来ないとの事です。一人でも多くの患者さんを助ける為には

多くのドナー感録者が必要だと実感しました。患者さんからのメッセージ毬

お伝えします。

［私の命を救ってくれたあなたへ 鈴木真純］の作文を紹介します。
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私の命を救ってくれたあなたへ

鈴木真純

私}±今年の四月、晴れて中学一年生になりました。私の自慢できることは、小学校六年間、－日も

休まなかったことです。中学校でも、今のところ一日も休まず、元気に過ごしています。今の私があ

るのは、三歳の時、骨髄移植のドナーになってくれたあなたのおかげです。あなたが、どこに住んで
いて、どんな方なのか、骨髄移植するときの決まりで知ることはできませんが、－．度会って話してみ
たいです。

骨髄移植をする前、私の体は、ばい菌にとても胴い体でした。体の中にばい菌が入ると、すぐに熱

を出し、入院でした。お父ざんやお母さんだけでなく、家族のみんなが私に気をつかって生活してい

たそうです。

一番の治療法は、「骨髄移植」と医師に言われ、お父きんとお母さんの白血球の型を調べてもらいま

したが、残念ながらどちらも合いませんでした。兄弟の白血球の型が合う確率は、四分の一ぐらいあ

るので、兄弟ができればと願っていたけれど、それもかないませんでした。

それでドナーの中から私に合う白血球の型を見つけてもらったそうです。あの頃は、何も分からな

かったけれど、今では大変だった事が良く分かります。それに、あなたの骨髄は私にとても合ってい
たので骨髄移植も軽くすみました。クリーンルーム（無菌室）で、とても苦い薬をミロというジュー

スに混ぜて飲まされたのが、すごくいやだったけど、とても元気になりました。医師にも
｢骨髄移植してから、こんなに元気になった人は見たことない｡」

と言われたくらいでしたｕ

入院している時、私と同じくらいの段の友達がたくぎんいました。みんな、長い間入院している子

ばかりでした。中には亡くなってしまった友達もいます。私はお父さんにもお舟ざんにも、

｢真純は連がよかったんだよ｡」

とよく言われます。あなたがドナーになっていなければ、今私はここにいなかったかもしれないと考

えるとちょっとこわいです。見ず知らずの私のために、痛い思いをして、そして骨髄を提供してくれ

たあなたに、感謝の気持ちでいっぱいです。

・今、私は合唱部に入っています。コンクールでよい成績を取って関東大会やその上の大会に行くの

が夢です。

マイペースで、友達とけんかをしたりして落ち込んだりもするけれど、最後まであきらめずにやり

通せるようにもなりましたく，これもあなたにもらった力かもしれません。これから、いろいろな事が

あ為と思います。つらい事も、楽しい事も・・・、どんな時でも、助けてもらった命を大切にして前

向きに生きていこうと思います。それが命をくれたあ左たへのお返しだから。

この作文は日本郵政公社主催の第三十八回手紙作文

コンクール手紙作文部門関東支社長宜を受賞し堕した。
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第 3 回キャビネット会議提出案件 

 

役職名  国際協調委員会 委員長 

第７Ｒ第２Ｚ 東京けやきＬＣ   Ｌ 高麗伸三   

 

案件 １、「ハワリンバヤル 2008」（春の祭り）の開催について 

 （説明） 

モンゴル語で「ハワリンバヤル」とは、「春の祭り」という意味です。 

 モンゴルからの留学生が主体となり、年１回春の２日間を通じて、日本の皆様にモンゴ

ルの歴史や文化、芸術などを紹介し、日本とモンゴルの交流を更に深める為に開催する

イベントです。 

 会場は練馬区「光が丘公園」で、今年で４回目になり、参加者は年々増えております。 

 特に、旭鷲山、朝青龍、白鵬といったモンゴル出身の力士がこのイベントを盛り上げよ

うと顔見せしていることも増えている原因のひとつと考えられます。2008 年度も２人の

横綱をはじめ何人かは参加の予定です。 

会場内では 330 複合の国際協調・モンゴル友好委員会がブースを借りて一般の人々に 

「無料血圧測定」を行います。 

メンバー（特に会場に近いクラブのメンバー）の皆様には、気軽にご家族や知人などと

一緒にご参加をお願い申し上げます。 

 

・「ハワリンバヤル 2008」の実施要綱は、以下の通りです。 

    開催予定日 ２００８年５月４日（日） １２時～１７時   

５月５日（月） １０時～１６時   

     会   場 東京都練馬区「光が丘公園（けやき広場）」 

      （地下鉄大江戸線「光が丘」（Ｅ38）下車 徒歩 8分） 

                  （東武東上線「成増」（南口）から西武バス日大光が丘病院･練馬高

野台駅･南田中車庫行き「光が丘公園北口」下車） 

尚、有料駐車場（234 台）は混雑が予想されます 

入 場 料   無 料 

 

  主   催   在日モンゴル留学生会、ハワリンバヤル 2008 実行委員会 

  後   援   （申請中）外務省、駐日モンゴル国大使館、東京都練馬区 

  協   賛   ライオンズクラブ 330 複合国際協調･モンゴル友好委員会、 

          板橋モンゴル孤児支援の会 他多数 

以 上 

報告事項 
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　　　　　　  第３回キャビネット会議委員長報告書

　委員会　　　女性参加・家族会員増強委員会

　委員長　　　L.　三ヶ嶋　将介

報　告　事　項

① 8月24日 　三ヶ嶋委員長より　飯田ガバナーの基本方針を説明。セミナー開催を決定。
・日時、場所　１０月２９日　ホテルラングウッド　日暮里
・目　　　的　女性会員の増強と質の向上　
・タイトル　　女性会員とガバナーを囲む会
・出席　１２名

② 9月3日 　飯田ガバナー挨拶及び委員会設立主旨の説明
「女性会員とガバナーを囲む会」の進め方
・各テーブル毎に議題を集約し　ガバナーとの話合の議案とする
・出席　１４名

③ 9月27日 「女性会員とガバナーを囲む会」
・女性会員への参加要請を再度行う
・会議は　バズ・セッション方式で行う
・出席　１２名

④ 10月3日 「女性会員とガバナーを囲む会」の進行（運営）
・挨拶は　飯田ガバナー、石井副地区ガバナー、三ヶ嶋委員長の３名とし全体
時間２時間の内１５分とする
・C地区女性ガバナーに委員長ご案内を送付
・テーマ　　女性会員の増強（ガバナーのテーマ）
　　　　　　　新しい視点から見たアクティビティ（委員会テーマ）
・委員会の役割分担決定
・プログラム、ネームプレート等の制作
・出席　８名

⑤ 10月29日 「女性会員とガバナーを囲む会」
次第
　　　　　　　　　　　　　　　　司会・進行　　逸見正樹副委員長
①三ヶ嶋委員長挨拶
②来賓紹介　　山田順子副委員長
③飯田善彦地区ガバナー挨拶
④山浦晟睴CSFⅡナショナル・コーディネーター挨拶
⑤石井征二副地区ガバナー挨拶
⑥曽根原良仁会員増強委員会委員長挨拶
⑦バズ・セッション説明　逸見正樹副委員長
⑧バズ・セッション開始
⑨各テーブルごとの意見発表
⑩ガバナー応答ならびに総評
⑪閉会の辞　伊藤侑希子副委員長

　６テーブルに分かれてのバズ・セッションで、女性会員の増強策・女性の視点
での奉仕活動について有意義な意見集約を得ることが出来た。
（会費、例会、アクティビティ、品格向上等々）

ガバナー総評
　会費の問題が多かったが、見直し・低減化を図る。女性会員の入会は、男性
会員スポンサーによる場合が多いので、今後は対策を考えたい。
・出席　１６名　　オブザーバー　４名（上記③、④、⑤、⑥）　
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⑥ 11月20日 「女性会員とガバナーを囲む会」
・バズ・セッション方式でガバナーに対する要望や質問事項を集約し　ガバナー
と直接対話できたことは、今後の女性会員増強に大いに役立つとの評価を
出席者全員から頂いた。
・当日無断欠席の１５名の会費（１５名×2,000円）30,000円を所属クラブ会長宛
に請求することを決定。
・３３０-C地区元ガバナー、現複合地区レオライネス女性参加委員長　櫻井慧
子Lの欠席は残念であった。
・今回のセミナーの結果をライオン誌に掲載する
・出席　１０名

⑦ 12月17日 ・ライオン誌に掲載する「女性会員とガバナーを囲む会」の概要・写真について
検討
・9月14日　複合地区レオ・ライオネス・女性参加委員会（櫻井慧子委員長）より
３３０複合地区の女性会員増強フォーラム開催の要請あり
・A地区三ヶ嶋委員長から　B、C両地区に対し三地区の正、副委員長会議開催
を提案
・出席　９名

⑧ 1月25日 ３３０複合地区女性会員増強フォーラム
・4月23日（水）　憲政記念館
　パネラー　　A地区　3～4名
　　　　　　　　B地区　2名
　　　　　　　　C地区　1名
　委員長代行　伊藤侑希子
・出席　９名

⑨ 1月29日 ３３０複合地区女性会員増強フォーラム
・4月23日（水）　憲政記念館　　PM13：30～16：30
　パネラー　A地区　4名、B・C地区　各1名　
　テーマ１．アクティビティに対する感動の共有

２．会員増強に対して
３．女性ならではの奉仕活動　等

・出席　８名

⑩ 2月8日 ３３０複合地区女性会員増強フォーラム
・参加者　　２００～３００名
・会　費　　２，０００円（一人）
・予　算　　３５０，０００円
・出　席　１１名

⑪ 2月15日 ３３０複合地区女性会員増強フォーラム
・運営要領

１．A地区の主体性を出す
２．参加者　３００名目標
３．パネラー　各地区　２名
４．A・B・Cガバナー議長　古郡保郎L
５．テーマ　女性メンバー家族会員の増強
　　　　　　　感動の共有
　　　　　　　女性の視点から見たアクティビティ
６．総合司会　赤尾副委員長

・出席　委員　１０名
　　　オブザーバー　４名　飯田ガバナー

赤尾A地区副委員長
森田C地区副委員長
櫻井慧子委員長
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第３回キャビネット会議提出案件

平成２０年２月１９日

中間法人連携委員会一
委員長池田和司

決議事項

キャビネットの一般会計（２００６～２００７年度）の貸借対照表・
財産目録の欄に｢出資金３，０００，ＣＯＯ円｣との記載が２ケ所ある。
これは誤記であるから２００７－２００８年度(今年度)以降からは、
正しく「貸付金３，０００，０００円」と表記することを、今期年次大
会においてガバナー提案として提案して頂きたい。

理由

(1)、本案件は、平成２０年１月２２日開催の第１回臨時キャビネッ
ト会議において、継続審議となったものである。
当委員会の提案理由は､当会議に提出した理由の部分をご参照
願いたい。

(2)いその後、中間法人連携委員会より、ガバナー・幹事．会計の三
役に対して､中間法人３３０－Ａ地区支援会に関する必要書類
を提示した上で、何故に出資金３００万円が誤りで、『貸付金
３００万円」と表記することが正しいのか、さらにその必要性
について説明を行ったd

その席で､本案件は、年次大会において決議すべき性質のもの
であること又貸付金とした後にその３００万円が速やかにキ
ャビネットに返還される必要性があることさらにその３００

万円を返還した支援会の社員３名が１人２１口の社員総会に
おける決議権を実質的に保有してしまうことに対する不平等
性と濫用防止などを検討すべきではないかとの意見が出され
た。

(3)、これらの指摘は、正鵠を射た意見であることに全員同意され、
中間法人連携委員会においても今後の検討課題としつつ､速や
かに上記の問題点に対する改善を行うよう３３０－Ａ地区支

援会に対して意見を伝えることで協議が成立した。

(4)、本案件は､取り合えず､懸念される問題点が解消されたものと
思料し、表記の決議事項として提出するものであります．
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●

尋後処:．別委巨会。■

委員長；Ｌ脇村孝友

案件１，－報告事項

(説明）

２月１４日で９回目の委員会を開催致しました。１０回目は３月７日に開催を致します。

２月２８日に開催の８回目の委員会後、委員会報告をまとめて委員全員の名前を明記し、

２月４日付けで飯田地区ガバナー宛にお送り致しました。
〆雨且

飯田地区ガバナー宛にお送り致しました委員会報告書は、下記の３件のです。が、報告内

容は、飯田地区ガバナー宛の報告書より少し省略しています。

００～０１期中国j軍夏学1交建設支援

資源ﾄー０３～０４爵 ヌｊ／羽〔官文琵

尚、０１～０２期は、キャビネット事務局に置いてある書類により、調査・確認を致しま

した結果、置いてある書類は適性に処理されていると思われます。

今後、０２～０３期と０４～０５期を調査・確認を致します。

案件２，決議事項

(説明）/･FFR⑬ｈ

奉仕活動が次年度以降_にまたがるものについては、次年度前の年次大会の決議が必要と

考える。

したがって、上記の奉仕活動に関しては、年次大会の決議の後、次期に事後管理委員会

(仮称）を設営し、キャビネットがその資金の管理を行うことを提案する。
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資料－１ 

 

００～０１期 中国寧夏学校建設支援についての調査報告書 

 

 

事後処理特別委員会 

 

当時の資料によりますと、中国寧夏学校建設支援金は、１１２クラブの拠出した支援金の合計が、

２６,２８３,９０７円位あったようです。 

 

当時の資料によりますと、西吉県女子中学校４階建て（７５０万円）、固原県老庄小学校３階建て

（４００万円）、海原県関橋小学校３階建て（４００万円）の３校の学校建設支援に供与されたと

推測できる金額の総額は１,５５０万円です。 

支援後２００１年６月頃の時点での残金は、おそらく１０,７８３,９０７円位と思われる。 

 

当時の資料によりますと、キャビネット会議上で、ガバナー一任との決議がありますが、その後の

流れは未だ掴めません。 

 

ＪＣＣニュース「為了明天」（ｳｪｲ ﾗ ﾐﾝ ﾃｨｴﾝ） №２ ２００１年２月１７日発行。 

ＪＣＣ活動日誌の記事内容より抜粋 

①１０月２０～２３日 ３３０－Ａ地区ＬＣ、寧夏西吉県女子中学校校舎支援のため、現地視察。 

②１１月    ２日 寧夏西吉県女子中学建設基金２５０万円送金。 

③１１月   １２日 京友会の歓迎夕食会開催（浅草中島むぎとろ本店） 

 

「日本の友人のみなさまへ」による京友会の設立経緯 

プロジェクトの進行状況－Ⅳ 寧夏教育支援。の記事内容より抜粋。 

○小中学校建設支援等 

前文３行と４行３文字を省略。  ところが、ＬＣは単年度事業を基本としますので、年度

後のフォローが出来ません。この枠を超えて教育支援を継続しようと結成されたのが京友会

です。今年度は、再度３３０－Ａ地区ＬＣ（小坂哲瑯ガバナー）が寧夏教育支援に取り組み、

女子中学１校と小学校２校を建設いたします。京友会は、全面的にこの事業期間が終った後

またそれをフォローして支援を続けるつもりです。継続の大切さを考え、支援を点から面に

発展させるために努力していくつもりです。           京友会会長 中島洋吉 

 

２００８年１月２８日現在の調査状況。 

京友会（会長は中島洋吉Ｌ）は、一年に１度か？２度位？会合が開かれているようですが、その

後の活動についてはキャビネットへの報告が無いようです？ 

３３０－Ａ地区各クラブからの支援金の残金が、京友会に移管されたのはほぼ間違いないようで

す。 

以上 
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資料－２ 

 

０３～０４期 アフガニスタン教育支援についての調査報告書 

 

事後処理特別委員会 

 

アフガニスタン教育支援特別会計の報告書によれば、２００４年６月３０日、当時の特別会計残金

は、次の通りです。 

日本円＝１,４８２,６８０円。 

米ドル＝５７,２９７.５５＄。 

 

その後、アフガニスタン教育支援収支報告の報告書によれば、アクティビティされた金額は次の通

りです。 

①２００４年０７月に教育大付属中電気設備              １１,２５０.００＄ 

②      ９月、ｾﾔﾍﾟﾀﾍﾞ小学校 電気・暖房設備         ２１,４７１.００＄ 

③     １１月、ｾﾔﾍﾟﾀﾍﾞ小学校 教材支援・教師給与補填（一年目） ３,４５０.００＄ 

④２００５年１２月、ｾﾔﾍﾟﾀﾍﾞ小学校 教材支援・教師給与補填（一年目） ３,２００.００＄ 

⑤     １２月、ｾﾔﾍﾟﾀﾍﾞ小学校 送金手数料               ８,０００円 

２００５年１２月３１日の支援金の残金は、次の通りです。 

日本円＝１,４７４,６８０円。 

米ドル＝１７,９２６.５５＄。 

 

２００６年以降、アフガニスタン教育支援収支報告は、担当キャビネット副幹事、担当キャビネッ

ト副会計の方々にも協力を頂き、資料を探して見ましたが見つかっておりません。 

 

２００６年１月以降、アフガニスタン教育支援にアクティビティされていないのならば、現在、中

島洋吉元地区ガバナー名で、日本円＝１,４７４,６８０円。米ドル＝１７,９２６.５５＄。の金額

がどこかにあると推測されます。 

以上 
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￣

｢３３０－Ａ地区協賛金・義援金等に関する内規」（案）
￣

本規約は、キャビネットの運営をスムーズに行うために作られた規約である。

脇賞金の使用）

第１条特定の委員会名で得た協賛金は､他の目的、他の委員会に使用してはならない｡

(協賛金の使用禁止）

第２条協賛金は、その委員会の奉仕活動に使用するものであって、委員会等会合の飲食には使用出

来ない。

①、会議費（飲食を伴う）等も参力晴から会費を徴収し、その会費を会議費等に充当する。

②、セレモニー費用等の飲食を伴うものは、その飲食費に相当する会費を参加者から徴収する。

(協賛金の剰余金）

第３条委員会の奉仕活動後、協議i金に剰余金が生じた場合のその処理は、地区年次大会のi央議を得て、

期末に処理をする。

／毎N9嵐

(複数年間の事業）

第４条奉仕活動が次年度以降にわたることとなった場合は、地区年次大会で決議を得ること。

必要な期間特ﾂ３１１委員会を設置し、当時の関係者（幹事・会計・委員長鞠が、顧問に就任する。

(協賛金の管理）

第５条各委員会の協賛金は、キャビネット会計が管理をする。

①委員会の担当者は、識田で明確な請求書を作り、キャビネット会計に請求をする。

その際、全て領収書を添付すること。

②､書類及び金銭の引渡しは、「引渡し書く｣・｢引受け贄を担当者とキャビネット会計の双方で交

わし、一部ずつ７年間保管し、もう一部はキャビネット事務局で保管をする。

(引渡し方法）

第６条期末・期首時の書類及び金銭等々の引渡しは、「引渡し書1.｢引受け雪を新|日の担当者（キャ

ビネット幹事・会計）双方で交わし、－部ずつを７年間保管し、もう一部はキャビネット事務局

で保管をする。

/録画

(引渡し期日）

第７条後期への書類及び金銭の引渡しは、可及的速やかに行う。

①．ＹＥ委員会の書類及び金銭の引渡しは、可及的速やかに行う。

(説明の義務）

第８条当時の会計に関与する者Ｏ幹事･会計･委員長等）は、退任ｼﾞ後もそれに係わる件について後に説

明を求められた場合は、速やかに説明を行なう。

本規約は２００８年７月１日より施行し、以後変更を妨げない。地区年i次大会の決議を得て、変更が出来

る。
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 第３回キャビネット会議提出案件                        
 
 
 
役職名  緊急対策委員会 
 
第１３Ｒ 第１Ｚ 東京小金井ＬＣ Ｌ名 梶原 正和                      
 
 
 
案件 １ 「報告事項」   第６回上級救命技能講習会開催の件。         
（説明） 
３月 25 日（火）午前９時より午後５時まで麹町消防署地下１階におかれまして新規者５５

名更新者２４名合計７９名にて開催致します。                   
 
 
案件 ２ 「報告事項」  緊急災害時などの対応マニュアル作成の件        
（説明） 
「いつ起きるかわからない東京直下型大地震」神戸大震災。中越沖大震災。その他の体験

者のお話や多くの資料を元に大きく（５つの項目に分けて今制作中で御座います。）    
 
 
１    ３３０－Ａ地区において災害が発生した場合。                 
 
２    様々な場面における具体的な対応行動の指針の例。             
 
３    ３３０－Ａ地区の緊急援助の実施について。               
 
４    緊急地震速報利用の心得（概要）                      
 
５    非常時持ち出し品と非常備蓄品の準備 
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